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企
画
展

「
海
を
越
え
た
中
世
の
お
金

─〝
び
た
　
文
〟に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
─
」

を
開
催
し
ま
す
！

▼
近
年
、
発
掘
や
古
文
書
な
ど
の
調
査

研
究
の
飛
躍
的
な
進
展
に
よ
り
、
中
世

（
鎌
倉
・
室
町
～
戦
国
時
代
）
に
お
け
る

銭
貨
の
使
用
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
世
界
の
中
に
あ
っ
た
中
世

日
本
で
は
、
中
国
か
ら
海
を
越
え
て
大

量
の
銭
貨
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
渡
来
し
た
銭
貨
は
人
々
に
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
年

貢
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
米
や
各
地

の
特
産
物
が
市
で
取
引
さ
れ
る
商
品
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
貨
幣
経
済
が
大
き
な

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
は
、
な
ぜ
中
国
の
銭
貨

が
日
本
に
大
量
に
流
入
し
浸
透
し
た
の

か
、
後
に
〝
び
た
銭
〟
と
呼
ば
れ
る
粗

悪
な
銭
貨
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
か
と
い
っ
た
命
題
に
対
し
、
最

新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
読
み
解

い
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
石
見
銀
山

な
ど
戦
国
大
名
の
鉱
山
開
発
に
よ
っ
て

登
場
し
た
石
州
銀
や
甲
州
金
を
含
め
、

中
世
の
貨
幣
の
全
貌
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
展
示
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
や
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
貨
幣

を
は
じ
め
当
館
所
蔵
の
多
彩
な
資
料
を

通
し
、
貨
幣
が
本
格
的
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
中
世
と
い
う
時
代
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
開 

催
期
間
】
二
〇
〇
九
年
十
月
十
日

（
土
）
～
二
〇
一
〇
年
三

月
十
四
日
（
日
）

※ 

休
館
日
は
、
月
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始

（
十
二
月
二
十
九
日
～

一
月
四
日
）、
二
〇
一
〇

年
一
月
九
日
（
土
）

【
場
所
】
貨
幣
博
物
館

　

 

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
本
石
町
一
―
三
―

一

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

「
市
民
講
座
」
等
開
催
の
ご
案
内

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
十
一
月
一
日

（
日
）
に
、「
市
民
講
座
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
下
記
の
期
間
中
に
は
、

お
金
の
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
企

画
展
と
本
店
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
「
市
民
講
座
」
で
は
、
わ
が
国
の
お
金

の
歴
史
や
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
本
店
本
館
の
建
物
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
本
行
関
係
者
が
詳
し
く
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
下
記
の
期
間
中
は
、
本
店
の

見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
一
〇
〇
年
以

上
使
用
さ
れ
た
旧
地
下
金
庫
を
は
じ
め
、

建
物
内
部
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
歴

史
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。
見
学
ツ
ア
ー
は
、
通
常
平
日

の
み
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

特
別
に
十
一
月
一
日
（
日
）
に
も
行
い

ま
す
。

　

同
時
に
、
期
間
中
は
、
本
館
の
一
部

を
開
放
し
、
お
金
の
歴
史
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

重
さ
を
体
験
で
き
る
一
億
円
（
模
擬
券
）

の
パ
ッ
ク
や
小
判
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
も

ご
用
意
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
店

本
館
旧
地
下
金
庫
の
扉
開
閉
シ
ー
ン
の

上
映
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
見
学
ツ

ア
ー
と
と
も
に
、
企
画
展
に
も
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

日
本
銀
行
で
は
、
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
日
本
銀
行
に
つ
い
て

ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
元

日
本
橋
地
区
の
一
段
の
活
性
化
に
も
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

公
開
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
企
画
展
は

自
由
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
が
、
見

学
ツ
ア
ー
と
市
民
講
座
は
、
事
前
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
細
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（http://w

w
w

.boj.or.jp/

）。

【
開 

催
期
間
】
十
一
月
一
日
（
日
）、
二

日
（
月
）、四
日
（
水
）
～
六
日
（
金
）

＊
市
民
講
座
は
一
日
（
日
）
の
み
開
催

【
公
開
時
間
】
九
時
三
十
分
～
十
七
時

　
（
予
定
）

【
会
場
】
日
本
銀
行
本
店

　
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
総
務
企

画
担
当

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
五
六
八

1
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親
子
で
楽
し
く
学
べ
る

金
融
教
育
の
イ
ベ
ン
ト

「
金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

全
国
一
〇
カ
所
で
開
催
し
ま
す

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務
局　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
）
は
、

金
融
や
経
済
の
基
礎
を
楽
し
く
学
べ
る

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
金
融
教
育
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
、
平
成
二
十
一
年
度
中

に
全
国
一
〇
カ
所
で
開
催
し
ま
す
（
う

ち
三
カ
所
は
開
催
済
み
）。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
、

金
融
教
育
に
関
し
て
興
味
を
持
ち
、
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
教
育
関
係
者
の
方
々
に
は
、
学
校

に
お
け
る
金
融
教
育
の
内
容
や
実
践
的

な
指
導
方
法
に
関
す
る
研
修
の
場
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、

事
前
申
し
込
み
を
必
要
（
先
着
順
）
と

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
後
述
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

①
暮
ら
し
に
役
立
つ
講
演
会

　

各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
講
師

に
迎
え
、
金
融
知
識
普
及
や
金
融
教
育

を
テ
ー
マ
と
す
る
九
〇
分
（
東
京
会
場

は
六
〇
分
）
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

講 

師:

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
（
翻
訳
家
・

タ
レ
ン
ト
、山
形
弁
研
究
家
）… 

兵
庫
、

新
潟
、
埼
玉
会
場
／
住
田
裕
子
氏
（
弁

護
士
）
… 

沖
縄
、愛
媛
、愛
知
、長
崎
、

広
島
会
場
／
宇
都
宮
健
児
氏
（
弁
護

士
）
… 

秋
田
会
場
／
白し

ら
か
わ川
方ま

さ
あ
き明
（
日

本
銀
行
総
裁
）
… 

東
京
会
場

参 

加
対
象:

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

②
教
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　
<

東
京
会
場
を
除
く
九
会
場>

　

教
育
現
場
で
の
金
融
教
育
実
践
を
テ

ー
マ
に
、
講
話
、
実
践
報
告
、
参
加
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
ま
す
。

参 

加
対
象
：
教
員
、
教
職
を
目
指
す
大

学
生
・
大
学
院
生

③
親
子
の
た
め
の
お
か
ね
の
広
場

　

テ
レ
ビ
で
人
気
の
「
ガ
チ
ャ
ピ
ン
＆

ム
ッ
ク
」
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
お
か

ね
の
仕
事
体
験
な
ど
、
楽
し
く
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

○ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
「
ガ
チ
ャ
ピ

ン
＆
ム
ッ
ク
と
お
か
ね
の
こ
と
を
学

ぼ
う
」

○ 

お
か
ね
の
仕
事
体
験
「
中
央
銀
行
業

務
体
験
」「
カ
レ
ー
作
り
ゲ
ー
ム
」

○ 

貯
金
箱
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
お
か
ね
ク

イ
ズ
、
お
か
ね
に
つ
い
て
学
ぶ
コ
ー

ナ
ー

参 

加
対
象:

小
学
校
低
・
中
学
年
（
未
就

学
児
か
ら
参
加
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
あ
り
ま
す
）

④�

協
力
団
体
講
師
に
よ
る
金
融
教
育
セ

ミ
ナ
ー

　

<

東
京
会
場
の
み>

　

金
融
広
報
中
央
委
員
会
の
関
係
・
協

力
団
体
の
講
師
が
、
金
融
・
経
済
・
教

育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
六
〇
分
予
定
）

二
〇
講
座
を
開
催
。

参 

加
対
象:

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

※ 

そ
の
ほ
か
、
金
融
教
育
に
関
す
る
資

料
提
供
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

D・カール氏 住田裕子氏

白川方明宇都宮健児氏

c  FUJITV KIDS
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■
開
催
概
要

【
主�

催
】�

金
融
広
報
中
央
委
員
会
、
開
催
地
の
都
県

金
融
広
報
委
員
会

【
開�
催
日
・
会
場
】 

以
下
の
日
程
に
て
一
〇
回
、
各

会
場
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
兵
庫
、

沖
縄
、
愛
媛
は
開
催
済
み
）。

【
参
加
費
】　

無
料

【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】�http://w

w
w

.festival2009.jp/

【
受�

け
付
け
開
始
】 

開
催
の
約
二
カ
月
前
よ
り
受
け

付
け

【
応�

募
方
法
】 

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
事
前
予
約
制
お
よ

び
入
れ
替
え
制
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

話
、
F
A
X
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職

業
、
同
行
者
人
数
、
参
加
希
望
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

必
要
事
項
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
右
記
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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■このたび編集長に就任いたしました。私にとって、
広報誌編集の仕事は初めてですが、広報関係の仕事は、
最近勤務した日銀の支店等で色々経験してきました。
こうした体験を通じて強く感じたことのひとつは、「正
確で信頼できる情報」に対する需要の強さです。情報・
通信技術の発達により、手軽に入手できる情報の量は
飛躍的に増大しましたが、あらゆる分野で専門性が高
まるなかで、「正しい情報」を見極めることはますます
難しくなっているように思います。一方で、正確な情
報は、得てして面白みに欠けていたり、複雑で分かり
にくかったりするものです。本誌では、日本銀行の政
策や業務、および関連する分野について、正確さを犠
牲にしないで、なおかつ分かりやすく、かつ面白く読
んでいただけるよう、内容や記述を工夫しながらご紹
介していきたいと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。　　　　　　　　　　　　　　　　 （河野）
■本号より担当することになりました新米編集員のＭ
Ｋと申します。着任早々、これまで新聞等でしか拝見
したことのない有名な方々のお話を伺ったり、写真撮
影に立ち会わせていただいたり･･････。とても刺激的
で新鮮な経験をとおし日々勉強させていただいており
ます。また、温かく見守ってくださる取引先の方々に
も感謝しています。まだまだ未熟ですが、誌面の充実
をめざして頑張っていきたいと思いますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　（ＭＫ）

（注）　　　部分は既開催分。

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上
に掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/type/pub/nichigin.htm）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反
映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営
に関する公式見解については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。

開催地 日程 開催地

兵　庫 平成 21 年 8 月 9 日（日） 神戸国際会議場（神戸市）

沖　縄 平成 21 年 8 月 22 日（土） 沖縄コンベンションセンター（宜野湾市）

愛　媛 平成 21 年 9 月 12 日（土） 松山市総合コミュニティセンター（松山市）

秋　田 平成21年10月25日（日）
秋田拠点センターアルヴェ　
秋田市民交流プラザ（秋田市）

東　京 平成21年11月3日（祝日） 日本教育会館（千代田区）

新　潟 平成21年12月12日（土）
朱鷺メッセ　
新潟コンベンションセンター（新潟市）

愛　知 平成21年12月26日（土）
愛知県産業労働センター ウィンクあいち

（名古屋市）

埼　玉 平成 22 年 1 月 9 日（土） 浦和コミュニティセンター（さいたま市）

長　崎 平成 22 年 1 月 16 日（土） 長崎ブリックホール（長崎市）

広　島 平成 22 年 2 月 6 日（土） 広島国際会議場（広島市）

中央銀行業務体験コーナー
子どもたちが中央銀行の臨時職
員として、貨幣の鑑査業務などを
体験しました。

オリジナル貯金箱づくり
車型、新幹線型のどちらかを選び、
好きな色に塗って組み立て、自分
だけの貯金箱作りに挑戦しました。

平成20年 11月に実施した「金融教育フェスティバル�in�the�Galaxy」の様子


